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1.正 倉院 の 由来
ご承 知 の よ うに,世 界 に名 高い 日本 の 正倉 院 は,現 在 の 奈 良 市東 大 寺 大仏 殿 の西
北 部 に あ る。 い まは 宮 内庁 書 陵 部 の 所 管 で あ るが,東 大 寺 に属 す る古 文物 の倉 庫 で
あ っ た 正倉 の院 に あ った の で,奈 良時 代 か ら 「正 倉 院 」と呼 ばれ てい た そ うで あ る。
正倉 院 に収 蔵 され て い る文物 は,風 通 しが よ く,乾 燥 した 「高床 」(図1)の 建 築
物 だ か らこ そ,幸 運 に も長 い年 月 の 問,保 存 され て きた の で あ る。 現在 に至 る まで
1,250年 以 上 の 歳 月 を 経過 した に もか か わ らず,文 物 そ れ 自体 の保 存 は極 めて 良好
で あ る。
正倉 院 の名 声 を高 め た事 由 は,一 方 は特 殊 な風 格 を持 つ 「高床 」の建 築 そ の もの で
あ り,他 方 はそ の 中に収 蔵 され て い る10,000点 以 上 の 珍 しい 日本 の 古代 文物 と中国
の唐 代 文物 に あ る と思 われ る。 ま た,そ の蔵 品 中 には,唐 代 の金 銀 工人 がペ ル シア
と中央 ア ジ ア の銀器 の 造形 と文様 を模 倣 して製 作 した銀 器 も含 まれ て い る。 そ れ 以
外 に,唐 三彩 を模 倣 して 奈 良 時代 に 日本 で作 られ た い わ ゆ る 「奈 良三 彩 」(1)も含 ん
で い る。 と くに 上 に述 べ た 通 り,中 国 の唐 代 文 物 の 中に は,「 中 国化 」 され た 造 型 と
文様 を もつ ペ ル シア 式 の器 物 や,「 中 国化 」され た 造形 と文様 を もつ 中央 ア ジア 式 の
器 物 が 含 まれ て い る。前者 につ い て は,沈 福 偉 氏 の 研 究 に よる と,「 これ らの模 造 品
図1正 倉 院 の 建物(こ の図は,正 倉院展ホームペー ジより)
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の器 形 は サ サ ン朝 式 と異 な る もの で は な い けれ ども,文 様 と図形 はつ ね に唐 式 の も
の で あ る(2)」と言 っ て い る。 後者 につ いて は,1992年 に私 が 同志社 大 学 の客 員研 究
員 を して い た とき,文 学部 にお け る 「文化 史 学 会 」 で 「この正 倉 院銀 盤 が唐 代 に作
られ た とき,そ の模 倣 対 象 とな った もの は,ペ ル シア製 品 とい うよ りもむ しろ 中央
ア ジア製 品 と見 た方 が い い と思 われ る(3)」 と私 見 を述 べ た こ とが あ る。 そ の とき,
私 が と りあ げた銀 盤 は正 倉 院 収 蔵 の 鍍金 鹿 文 三 足 銀盤 で あ り,そ の器 形 と文 様 は,
中国 の唐 代 の風 格 を備 え,ま た 中央 ア ジ ア の銀 器 の風格 を も持 っ て い るの で あ る。
そ の 時,私 はま る1年 で博 士 論 文 の原 稿 をす べ て 書 き終 わ って提 出 した。 そ の論
文 の 中 で私 は,中 国 で発 見 され て い た銀 盤 の新 資 料 に よっ て,「 日本 の正 倉 院 収蔵 の
鍍 金 鹿 文 三足 銀盤 と唐 代 文 化 」 をテ ー マ と して深 く検討 した ので あ る。94年,私 は
同 志社 大 学 の文 学博 士 の学 位 を 獲得 し,3年 後 の97年,博 士論 文 は,朋 友 書 店 よ り
出版 され た(4)。
2.正 倉 院 銀 盤 の 特徴
この銀 盤 は,日 本 で は 「正 倉 院金 銀 花 盤 」 あ るい は 「東 大 寺花 盤 」 と呼 ばれ て い
るが,そ の形 状 か ら見 る と,「 正 倉 院 鍍 金鹿 文 三 足銀 盤 」 と呼ぶ べ き もの で あ る。た
だ し,こ の名 称 が少 し長 す ぎる の で本 文 で は 「正 倉 院銀 盤 」 と略称 す る。 銀盤 の 直
径 は61.5cmで あ り,高 さは13.2cmで あ り,重 さは4.5kgで ある(5)(図2)。 この銀
盤 は打 ち 出 しで 作 られ た も ので,盤 面 の外 周 はい わ ゆ る 「六 曲円花 形 」 を呈 してお
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上の図は,韓 偉編著 『海内外唐代金銀
器萃編』三秦出版社1989。 下の図は,




り,盤 の縁 辺 が広 く,胴 部 が浅 い。 盤 内側 の 中央 部 に あ る鹿 文 は,打 ち出 しで 作 ら
れ た もの で,歩 きな が ら後 ろ を振 り返 る姿 勢 を 取 っ てい る。 非 常 に特 異 な の は,角
が枝 分 かれ した 二本 角 で は な く,肉 芝 状,中 国語 で 「薩 茹状 」 と呼 ばれ る笠 の よ う
に 開 い た一 本 角 と して表 現 され て い る 点 で あ り,角 が 大 き くてそ の上 部 は平 坦 な形
とな っ てい る。 体 は ゆ っ た りと大 き く,顎 ひ げ を生 や し,体 は蹴 り彫 りの線 で体 毛
が表 現 され て い る。銀盤 の周 縁 に打 ち 出 され た文 様 は,6組 の 忍 冬文(「 忍 冬唐 草文 」
と も言 う)か らな っ て い る。 文様 の特 徴 は,中 央 の花 が 開 き き り,そ の 両側 の花 が
ま だ 開 き き らな い状 態 を表 す と ころ で,す べ て の忍 冬 文 の 上 に は鍍 金 を施 して い る。
ま た銀 盤 の周 縁 側 に は,一 周す る小 孔 を あ けて,白 ・緑 ・褐 ・青 ・藍 な どの色 と り
ど りの ガ ラス 玉 と水 晶玉 か らな る網 の よ うな流 蘇(垂 飾)が 連 な り,そ のそれ ぞれ
の最 下 端 に は 玉 を繋 いだ 垂飾 が 下 が っ てい る。 とくに注 目に値す るの は,銀 盤 の裏
に,蹴 り彫 りの 厂宇 字 号 二 尺盤 一 面 重 一 百五 両 四銭 半」 と,毛 彫 りの 「東大 寺 花 盤
重 大 六 斤 八 両」 とい う銘 文 を持 っ こ とで あ る。 これ らは,字 体 か ら推 測 して,時 期
を違 え,別 の銀 細 工 人 に よっ て彫 られ た銘 文 で あ る。 これ は 正倉 院 鍍 金鹿 文三 足 銀
盤 の 産 地 を は っ き り させ る重 要 な手 が か り と言 え る。 そ れ 以 外 に,銀 盤 の鹿 文 の周
りに は,3個1組 で3組,合 わせ て9個 の 小 さな 五角 形 が 見 え る。 これ は実 は鋲 の
頭 で あ り,足 と底 を鋲 留 め で繋 ぎ合 わ せ て い る。 銀 盤 の 下 に は3足(脚 と も言 う)
が あ り,葉 っ ぱの よ うな形 を呈 し,尖 った 足 の先 はや や 高 くな り,す べ て打 ち 出 し
に よっ て作 られ た 足 で,鋳 造 で は な い こ とは 明 らかで あ るが,中 国 で 出 土 した 銀盤
の 足 か らみ れ ば,こ の 足 もまた研 究す る必 要 が あ る と思 う。
正 倉 院銀 盤 の 造 形 ・文 様(鹿 文 を指 す)・ 銘 文 は,正 倉 院 の 収蔵 品 中で も これ1
点 だ け しか な い 。 中 国 で もこの鹿 文 の銀 盤 と造 形 も文様 も銘 文 もま っ た く同 じ銀盤
は ま だ1例 も発 見 され てい ない が,喜 ば しい こ とに,1950年 代 以 降,と くに1970
年 代 以 来,相 次 い で 中 国 の陝 西省 ・河 北省 ・遼 寧 省 ・内蒙 古 自治 区 な どの地域 に あ
る遺 跡 か ら,正 倉 院銀 盤 の造 形 ・製 作 工芸 とや や 類似 し,鹿 文 ・忍 冬文 も非 常 に接
近 す る とと もに,銘 文 の 内容 も一 部 同 じか あ るい は何 らか の 関係 が あ る10点 以 上 の
銀 製 や銅 製 の盤 ・碗 ・酒 注 や 方磚 な どが 出 土 し,同 時 に,旧 ソ ビエ トの タ タール 自
治 共 和 国 ブ グ リマ の レ ピ ョフカ村 とバ カ ス 自治 共 和 国 の コペ ナ ー遺 跡 か らも,正 倉
院 銀盤 の器 形 ・鹿 文 と類 似 す る2例 の 銀 盤 が新 た に出 土 した 。 これ らの考 古学 新 資
料 は,正 倉 院鍍 金 鹿 文 三 足 銀盤 の産 地 ・模 倣 対 象 ・製 作 年 代 ・輸 入 ル ー トな どの 問
題 を研 究す る うえ で,少 なか らぬ対 比 資 料 と手 が か りを提 供 す る もの で,こ の 問題
を解 決 す る条 件 は十 分 に整 っ た と言 っ て も過 言 で は な いで あ ろ う。 正 倉 院銀 盤 を研
究 す る こ とは,中 日の古 代 文化 交 流 の 研 究 に役 立 つ ば か りで な く,中 国 と中央 ア ジ
ア の 古代 文 化 交 流 に 関す る研 究,並 び に唐 代 の 金銀 細 工技術 が契 丹 文 化 に与 えた 影
234王 維 坤
響 とい う問題 を研究す る うえで も大 きな意義 を有 してい るのである。
3.正 倉 院 銀 盤 の研 究 史
この 正 倉 院 銀 盤 につ い て は,か つ て,日 本 の著 名 な学 者 の 原 田淑 人 氏(6)・ 桑 山正
進 氏(7)・ 秋 山進 午 氏(8)な どに よ って 論 じ られ た。 しか し,中 国 に お け る考 古 学新 資
料 の絶 え間 ない 発 見 に よ って,中 国 の学 界 で は金 銀 器 を研 究 す る学 者 も論 文 ・簡 報
も 日一 日 と増 え てい る。 こ うした な か で,喀 喇沁 旗 文 化 館(9)と 寛城 県文 物 保 護 管理
所(10)が 出 した 簡 報 を始 め,楊 泓 氏(11)・韓 偉 氏(12)・楊 玉 平氏(13)・筆 者(14)と冉 万 里 氏(15)
な どの諸 学 者 も,論 著 で正 倉 院 銀盤 に論 及 し,一 定 の成 果 が収 め られ て い る。 そ れ
らの研 究 の ほ とん どは,こ の銀 盤 は ペル シ ア銀器 の 風格 を直 接 に模 倣 して 中 国で 製
作 され て 日本 に伝 え られ た,と す る もの で あ った が,新 た に 出土 した 中 国 と中央 ア
ジ ア の考 古 学資 料 に基 づ い て,私 は,こ の銀 盤 はペ ル シ ア の もの を中 国 の唐 代 で 直
接 に模 倣 した もので はな く,中 央 ア ジア 産 の も の を模 倣 した もの と,考 え る に至 っ
た。
4.正 倉院銀盤に関す る私見
私の研 究 はまだ初歩的な ものであるが,拙 著で私 自身の見解 を発表す るのは,是
非,先 学の意見 を聞きたい と考えたか らで ある。 これ は中国で言 う 「磚 を投 じて玉
を引 く」 とい う諺に倣 うものであ る。 この正倉院鍍金鹿文三足銀盤 に関す る問題 点
をはっき りさせ るために,私 は以下,銀 盤 の造形 と作 り方 ・銀盤 の鹿 の角 ・銀盤 の
銘文 の再検討 ・中央アジア銀盤の発 見 と研究 ・銀盤 の足 の謎,と い う五つ の方面か
ら,諸 先学 の研究 を踏 まえ,新 しく出土 した考古学資料 を利用 して,さ らに検討 し
たい と思 っている。
(1)銀 盤 の造形 と作 り方
まず 正倉 院銀盤 の全般的な造形 と製作工芸か ら検討す る。 中国では現在 に至 るま
で,少 な くとも正倉院銀盤 と酷似す る8例 の銀盤 が出土 している。 これ らの考古学
資料は正倉 院銀盤 の産地 と製作年代 を判断す る うえで,い くつかの非常 に重要な証
拠 を提供 して くれるので ある。
第1例 の銀盤 は,1956年12,月 に陝西省西安市東北郊 の八府 荘村 にある唐代の長
安城大明宮東内苑遺跡か ら出土 した ものである(本 文 中では「八府 荘銀盤」と呼ぶ)。
そ の当時,大 ・小2点 の銀盤 が発見 されたが,無 文 の小銀盤 のほ うは損傷 して本
来 の形 を復原す ることができないので,大 銀盤だ けを例 として取 りあげ る。銀盤の
直径 は約34cm(16)も しくは30cm(17)を 超 えるとい う。この銀盤 はいま北京歴史博物館
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図3八 府 荘 銀盤
韓偉編著 『海内外唐代金銀器萃編』
図181,三 秦出版社1989。
に収 蔵 され て い る(図3)(18)。 こ の銀 盤 も打 ち 出 しで 作 っ た もので あ り,盤 面 の外
周 は正 倉 院銀 盤 と同様 に 「六 曲 円花 形 」 を呈 して お り,銀 盤 の縁 辺 が 広 く,胴 部 が
浅 い 。外 底 部 の3ヶ 所 に,も とも と巻 葉 式 の3足 を備 えて い たが,い ま はす べ て 脱
落 し,た だ そ の2足 を残 存 して い る。 両者 を比 べ る と,正 倉 院 の ほ うがや や 大 きい
けれ ど も,そ の外 周 の形 に は大 きな違 い は な い。 とく に銀 盤 の縁 辺 を飾 る文 様 は い
ず れ も忍 冬 文 で,文 様 の構 造 も,大 同 小 異 で あ る。 そ れ は6組 の 文様 か ら構 成 され
て い て,中 心 の文 様 は満 開 の花 で,そ の 両側 に あ る花 の 文様 は 開花 寸前 の蕾 で あ る。
しか しな が ら,両 者 の 問で の明 らか な違 い は 内底 部 に あ る動 物 の 文様 で あ る。 つ ま
り,前 者 は歩 きな が ら後 ろ を振 り返 る 大 き な一 本 角 の鹿 の文 様 で あ り,後 者 も歩 き
な が ら後 ろ を振 り返 る が,大 きな 口を あ け る獅 子 とな っ て い る。 こ こ で説 明 しな け
れ ば な らない の は,こ の よ うな 一本 角 の鹿 と大 きな 口を あ け る獅 子 は も と も と中 国
の動 物 で は な く,ペ ル シア と中央 ア ジ ア の金 銀 工 芸 を導 入 す るに従 って,中 国 に伝
え られ た もの と考 え られ る こ とで あ る。なお,『 隋 書 』の記 載 は 「師(獅)子 」が 「方
物 」(19)と して ペル シ アか ら使 者 を派 遣 して贈 られ た もので あ るこ とを明示 して い る。
だ か らこそ,こ れ らの動 物 文様 の 出現 は偶 然 に生 じた も の とは言 え ない。
以 上 の点 か ら見 て,両 者 の 問 に は相 違 点 も あ る けれ ども,器 形 と文様 の構 成 は極
めて 似 て い るか ら,両 者 は 同 じ時期 に製 作 され た もの で あ ろ うと考 えて い る。
図3の 八 府 荘 銀 盤 に は 直 接 に 年 代 を 示 す 銘 文 は な い が,銘 文 の あ る 四 つ の 銀
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钁(延 べ板)と 一 緒 に 出土 した 。銀 鑓 の一 っ に は正 面 に 「専 知諸 道鋳 銭 使 兵 部 侍 郎
兼 御 史 中丞 臣楊 国 忠進 」の21字 を,ま たそ の 背 面 の第3行 目に 「天 宝十 載 正 月 日税
山銀 一 鑓 五 十 両 正 」の16字 を刻 ん でい る。ま た ほ か の一 つ には 同 じ く正 面 に 「専 知
諸 道 鋳 銭 使 兵 部 侍 郎 兼御 史 中丞 知 度 支事 臣楊 国忠 進 」の25字 を,ま た背 面 に 「天 宝
十 載 四月 二 十 九 日」 と記 してい る。 ま た ほ か の一 っ には 「天 宝 二 年 郎 寧郡 都 督 府 貢
銀 」 とい う文 字 を も刻 ん で い る。そ の銀 鑓 の紀 年,す な わ ち天 宝2年(743)と 天 宝
十載(751)か ら判 断す る と,図3の 八府 荘銀 盤 の製 作 年代 は751年 頃 よ り以前 で あ
るに違 い な い。 中 国 の唐 代金 銀 器 は,四 つ の 時期 に分 け られ て い る。 つ ま り,第1
期 は618年 か ら683年 で あ り,第2期 は684年 か ら755年 で あ り,第3期 は756年
か ら820年 で あ り,第4期 は821年 か ち907年 で あ る。 八 府 荘銀 盤 の年 代 は唐 代 の
第2期(684～755)に 属 す る もの と見 るべ きで あ ろ う(20)。そ うす れ ば,正 倉 院 鍍金
鹿 文 三 足銀盤 の年 代 も,こ の銀 盤 の年 代 か らあ る程 度 推 定 す る こ とが で き る と思 っ
て い る。
私 の 研 究 に よ る と,正 倉 院 銀盤 は 八府 荘 銀 盤 と同 じ よ うに,す べ て第2期 に流 行
した銀 盤 の 造 形 と文様 を示 して い る。 少 な く とも,そ れ らは六 曲 と円形 の盤 面 及 び
縁 辺 の文 様 のい か ん に か か わ らず,明 らか に 同時 代 の 所産 とみ なす こ とが で き る。
第2例 の銀 盤 は,1976年4.月 に遼 寧省 昭盟 県 喀:喇沁旗 に あ る錦 山公社 河 南東 大 隊
の 哈達 溝 門 か ら出土 した もの で あ る。合 計4点 の銀 盤 が 出土 した 。そ れ らの 内訳 は,
鹿 文様 の銀 盤1点 ・獅子 文様 の銀盤1点 ・双 魚(「 摩 羯 」 と も称 す る)文 様 の銀 盤2
点 とな るが,全 体 の銀盤 の 造形 と文 様 か ら見 る と,大 同小 異 で あ る。 つ ま り,す べ
て の銀 盤 は 六 曲 円花 形 を呈 し,縁 辺 がや や 広 く,そ こ に文 様 を有 す る の であ る。 こ
の うち,正 倉 院 鍍 金鹿 文 三足 銀 盤 と深 い 関係 の あ る鹿 の文 様 の銀 盤(本 文 中で は 「喀
喇 沁旗 鹿 文 銀盤 」 と略 称 す る)を 重 点 的 に比 較 的検 討 しよ う と思 う。
こ の銀 盤 は直径46.6cmで あ り,高 さ2.2cmで あ る(足 の部 分 は残 存 しな い の で,
そ の高 さ を含 ま な い)。 こ の銀盤 の縁 辺 はや や 広 く,周 縁 は合 わせ て6組 の文 様 か ら
構 成 され て お り,葉 脈 や 花 弁 の細 部 を流 麗 に表 出 した2種 類 の花 弁 文 を交互 に打 ち
出 してい る。 そ して縁 の 内側 に は一 周 の連 珠 文 を飾 って い る。 盤 面 の 中央 に は4足
を 折 り曲 げ て坐 った 一本 角 の梅 花鹿(斑 点 の あ る鹿 の こ と)を 中心 とす る文 様 を打
ち 出 し,そ の 体 の背 部 両 側 には1cmの 長 さの 小 翼 が見 え る。周 囲 には 花弁 ・葉 及 び
石 榴花 文 とい う異 な った 文様 を線 刻 して い る。 ま た,盤 面 内側 の鹿 文 の周 囲 には6
個 の葡 萄 文 と宝相 華 文 が 陰刻 され てい るが,文 様 の細 部 はす べ て 異 な る。 とく に梅
花鹿 は全 身 に精 細 に斑 文 や 毛 筋 の細 部 を彫 り加 えて い る。 なお,盤 面 の外 縁 が下 方
に折 り曲 げ られ た箇 所 に,幅4mmの 溝 が め ぐ ら され てい る こ とか ら,珠 飾 とい う
瓔 珞 で 装飾 され て い た こ とが 明 らか に され て い る(図4)(21)。 この銀 盤 は正 倉 院 銀
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図4喀 喇 沁 旗 鹿 文銀 盤
喀喇泌旗文化館 「遼寧昭通喀喇 泌旗発
現唐代鏖金 銀器」『考古』1977-5。
盤や 八府荘銀盤 と比較す る と,い ずれ も六曲円花形 を呈 し,周 縁 には文様 を配置す
るとい う共通点があ る。 ただ違 うところは,周 縁の内側 に一周す る連珠文 を飾って
い るばか りでなく,梅 花鹿 を主題文様 とす る周 囲にも花弁 ・葉 ・石榴花文 を線刻 し
ている うえに,さ らに,梅 花鹿の外側 には6個 の葡萄文 と宝相華文が陰刻 されてい
て,こ れ らの文様はそれ ぞれ異な るけれ ども文様 の配列 と順序 は整 然 としてお り,
周縁 の文様 とい くぶん離れて 向かい合っている。銀盤 の裏面 には3ヵ 所,足 を付着
した鑞付 けの丸い痕 が残存 してい る。足の付着痕か らみ ると,製 作 当時には鋳造で
作った足 があったに違 いない と,私 は推測 している。
いずれ に しても,盤 の外縁 の下方 に珠飾 り垂下 されていた点は,正 倉院銀盤の珠
飾 りと非常 に似てい る。 この情況は,そ れ らの問に一定の関係が 内在す るこ とを暗
示 させ る。 また文様 の違 いは,両 者 が異な る時期 の産品に属す ることを反映 してい
る。
極 めて重要 なことは,こ の銀盤 には裏面に楷書 で 「朝議大夫使持節 宣州諸軍事守
宣州刺史兼御史 中丞充宣歙池等州都団練観 察処置採石軍等使彭城県開国男賜紫金魚
袋 臣劉贊進」(22)とい う55字 の銘文1行 を陰刻 してい ることで宣州刺史劉贊の進奉
品であるこ とがわか る。文献の記載 による と,劉 贊 は宣州で はいわゆる 「宣州刺史 ・
兼御 史中丞 ・宣歙池都 団練観察使」 を十余年 にわた って勤め,か ねてか ら 「久 しく
廉察 と為 し,歛 が厚 く財産 を増や し,献 納 は希恩 を以 って追求す る」(23)とい う悪評
の高かった人物で あった。彼 は唐の徳宗時代 の人 であ り,貞 元12年(796)6月 に
死んだこ とが知 られ るので,こ の銀盤 の年代 は唐代の第3期(756～820)に 属すべ
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きである と思 う。 しか しなが ら,も うす こし正確 に言 うと,最 も遅 く推定 したこの
銀盤の年代 と第2期 銀盤 の下限年代 との間にはわずかに40年 程の間隔 しか認 め ら
れ ない ことになる。
しか し,わ れ われ が,現 在 もし,こ の銀盤 を第3期 の標 準器物 とし,そ して正倉
院銀盤や 八府荘銀盤及び後出の第3例 の寛城銀盤 を第2期 の標準器物 とみな して両
者 を比較観察すれ ば,そ れ らの問には一定の法則 があることがわか る。
例 えば,第2期 の文様 はやや簡潔 で,単 層 の文様で表現 され て,と くに中心の主
題文様を強調 しているが,第3期 の文様は比較 的複雑で,重 層 の文様 とな り,中 心
にある主題 の文様 の周 りまで,一 周 あるいは二周 の花弁 ・葉 ・宝相華文な どの文様
が陰刻 され てい る。 また,銀 盤 の縁辺 の文様 につ いては,第2期 の文様は,主 に花
と蕾 とを一連 とす る図案,つ ま り,真 ん 中の花 は開ききって,そ の両側の花(蕾)
はまだ開かない状態 を現す図案 であるが,第3期 の文様 は第2期 の文様 と比べれ ば,
文様 も配列 もず いぶ ん異 なっていて,最 も流行 した文様は花弁 と繁密な葉か らなっ
てい る図案 となっている。 さらに動物 の描 写法は時期 によってず いぶん異な り,第
2期 の動物 文様 は鹿 と獅子 を主題文様 とす るもので,と りわけ立ってい る鹿 と獅子
の姿が よく見 られ るが,第3期 の場合 には腹ばいや うず くま る姿が多 く,新 たに小
さな翼を もった鹿 の表現 が出て くる。例 えば,こ の喀喇沁旗鹿文銀盤 と一緒に出土
した獅子の文様 を持つ銀盤は,盤 の中央に左後足で身体を掻 く獅子の姿が表現 され,
や は り毛並みの細部 は彫 り加 えて表現 してい る。獅子 の周囲に2種 の団花 を交互に
線刻 し,周 縁に も2種 の花弁文を交互 に打 ち出 して細部 を彫 り整 えていて,銀 盤 の
内外の境に は花弁文 の線刻が あ り,第3期 の文様 の特徴 をよく反 映 してい る。それ
以外 に,魚 の文様 も非常 に流行 した。 この銀盤 と一緒 に2点 の双魚文様 の銀盤 が出
土 した。それ らは,銀 盤 の中央にある火焔状宝珠 をめ ぐって双魚 が回泳 してい る様
子 を打 ち出 し,魚 体 は鰭 ・尾 ・鱗 を具備 してい るが,頭 部 は龍首形 を呈 してい る。
盤面の内側 には6個 の双花文 を線刻 し,周縁 には2種 の花弁文 を交互 に打 ち出 して,
細部 も表現 してい る。 さらに,双 鳳 文 も非 常に流行 した銀盤 の文様で ある。1962年
に西安市北郊坑底村 の もと唐代の長安城大 明宮西夫城外か ら,1点 の双鳳文銀盤 が
出土 した。その直径 は55cmで あ る。 見込みの 中央に双鳳文,周 辺 に宝相華文 を配
し,周 縁は六 曲円花形 を呈 し,そ の上には団花 と双鳳文 を交互 に線刻 で表 し,こ れ
らの文様に鍍金 を施す。裏面 には 「浙東道都 団練観察処置等使 大 中大夫守越州刺吏
兼御史大夫上柱国賜紫金魚袋 臣斐肅進 点過訖 」い う41字 の銘文 があ り,『新 唐書 ・
裴休仏』に 「裴休 字公美,孟 州済源 人。父肅貞元時為浙東観察使。…… 自記平賊一
篇上之,特 宗嘉美」(24)とあ り,こ の銀盤が貞元年 間(785～804)に 浙東道観察使で
あった斐肅か ら徳 宗に特 に進奉 された ことを示 してい る。 この銀盤の主題 文様 は鹿
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文 で は な く,双 鳳 文 で あ るけれ ども,六 曲 円花形 と文 様 の 配列 か ら見 る と,こ の双
鳳 文 銀盤 は 図4の 咯 喇 沁旗 鹿 文 銀盤 と とも に明 らか に唐 代 の第3期,つ ま り同一 の
時 期 に属 す る もの で あ る。
以 上 に述 べ た唐 文 ・獅 子文 の形 と,双 魚 文 ・双 鳳 文 を含 む これ らの銀盤 の盤 面 の
文 様 の構 成 と配 置 は時 代 と分 期 を判 断 す る うえで大 き な意 義 を持 って い る。こ こに,
われ われ は 時期 を異 にす る産 品 を 区分 す る重 要 な枠 組 み を得 た こ とにな る。
第3例 の銀 盤 は,1984年3,月 に河 北 省 寛城 県 の峪 耳 崖 郷 大野 峪村 か ら出 土 した も
ので あ る(本 文 中で は 「寛城 銀 盤 」 と略称 す る)。 そ の 直径 は50cmで あ り,高 さは
10cmで あ り,重 さは670gで あ る。 こ の盤 面 は 正倉 院 銀盤 よ うの六 曲 円花 形 で はな
く,花 弁 の先 端 が尖 った 六 曲菱 花 形 を呈 して い る。 縁 辺 がや や 広 く,そ の幅 は約7
cmで あ る。文 様 は合 わせ て6組 か らな り,1花2葉2蕾 を1組 とす る。つ ま り,中
心 に位 置 す る花 は満 開の 状態 を表 し,そ の 両 側 に あ る花 は 蕾 の状 態 を呈 して い る。
そ して2葉 を もっ てそ れ ぞれ 花 と蕾 と の問 を飾 っ てい る。 さ らに これ らの文 様 と縁
辺 に鍍金 を施 してい る。 盤 面 の 中央 に は鹿 文 が刻 まれ,頭 上 に一 本 角 を冠 し,首 を
もた げ て尾 を巻 き あ げ,体 に梅 花 形 の 文 様 をあ し らって い る。 これ らの文 様 はす べ
て 裏 面 か ら打 ち 出 され た た め に浮 き出 して い る。 また,鹿 文 の周 囲 には裏 に足 を鑞
付 け した た め に で きた楕 円形 を呈 す る もの が3個 あ る。銀 盤 の 下部 には3本 の巻 葉
状 の 足 が鑞 付 け され て い て,高 さは7.6cmと な る。 足 は鋳 造 され た もの で あ る(図
5)(25)。 この銀 盤 は,縁 辺 に あ る文 様 の配 列 ・鍍金 及 び 鋳 造 した巻 葉 状 の 足 か ら見




る と,八 府 荘銀盤 と酷似す る。だか らこそ,こ れ らの銀盤 は同一の時期 に属す る産
品 とみなすべ きで ある。 ただ両者の間で異 なる点は,八 府荘銀盤 は六曲円花形 を呈
し,寛 城 銀盤 は六 曲菱花形 を呈 してい るとい うことだけである。 この ことか ら,寛
城銀盤 の製 作年代 も第2期 に帰属すべ きものであろ う。
寛城銀盤 の発見 は,六 曲円花形 と六 曲菱花形 とい う形態 を異 にす る2種 類 の銀盤
が唐代の第2期 に ともに存在 した ことを証 明 した点に重要 な意義 を認 めるこ とがで
きる。つま り,従 来,前 後 関係 にあると見 られていた縁 の花弁 の先端を尖 らせ た菱
花形 の銀盤 と花弁が丸い円花形の銀盤 との問には,前 後 関係 が存在 していない こと
をはっき りと示 したのである。 これまでに発表 された考古学資料か ら見れ ば,六 曲
円花形銀盤 が多数 を占め,円 形 と八 曲円花形の銀盤が少数 あ り,6曲 と10曲 の菱花
形銀:盤は極 めて少数であ る。それ以外 に四曲菱花形(先 の菱花形 とわずかに異 な り,
楕 円形 を呈す る)と 四曲円花形(海 棠形 とも称する)も 一定の割合 を占めてい る(26)。
六曲菱花形銀盤 は寛城銀盤 を除いては 中国では未発見であ るけれ ども,旧 ソビ土 ト,
バ カス 自治 共和国の コペ ナー遺跡 で1点 の六 曲菱花形素面銀盤が 出土 してい る(27)。
ただ し,十 曲菱花形銀盤 は,陝 西省 西安市韓森寨(唐 代の長安城興慶宮の所在地)
付近 で,1点 の残欠が出土 しただ けで ある(28)。
注 目に値す るのは,寛 城銀盤 を第2期 の正倉院銀盤 と比べ ると,菱 花形 と円花形
の違 いを除 いて,銀 盤の 中央 にある一本角の鹿文 と縁辺の文様 の配列及び鍍金 な ど
において非 常に似 てい ることである。
このよ うに,上 述の数例 の銀盤 の比較研 究を通 じて,正 倉院銀盤 の年代は 中国の
唐代 の第2期(684～755)の 産品 に帰属すべ きこ とがはっき りし,第3期(756～820)
まで くだる可能性 はなくなった と考 えてい る(29)。
(2)銀 盤 の鹿の角
正倉 院銀盤 の中央 にある鹿文 の角 は大 きな特徴 を持 っていて,一 般 に見 られ る二
本角 とはず いぶん違 ってい る。 だか らこそ,鹿 の角 の検討 も正倉院銀盤 の産地 を判
定す る うえで重要 な意義 を持 っているのであ る。
この よ うな一本角 を持つ鹿 は,上 に述べた寛城銀盤 と咯喇沁旗鹿文銀盤 に見 られ
る以外 に,日 本正倉 院蔵 の紅 と緑の象 牙撥鏤尺 ・遼寧省 昭盟県咯喇沁旗 出土の銀罐 ・
陜西省西安 市にある唐代の長安城大 明宮三清殿 遺跡 出土 の方磚 ・アメ リカ のワシン
トン美術博物館収蔵 の銀碗 ・陜西省西安市何家村 出土の銀盒及び内蒙古 自治 区赤峰
市郊 区城子公社 出土の鍍金鶏冠壺 な ど10例 を数 えることができる。これ らの資料 は,
正倉院銀盤 の一本角 を持つ鹿 の時代性 と歴史的背景 を検討す る うえで,重 要 な資料
価値 を持 ってい る。
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周 知 の よ うに,国 家 ・民族 ・時 代 ・地 域 の 違 い と民 族 の信 仰 と審 美 感 の 違 い に よ
って,さ ま ざま な文様 装 飾 と動 物 の 図 案 が 流行 してい るの は極 めて 自然 な こ とで あ
る。 た とえ 同 じ文様 装飾 と動 物 の図案 で も,時 代 の違 い に よって,必 ずや い くつ か
の 差 異 が存 在 す る に違 い な い。 この よ うな理 由 か ら,文 様 装 飾 と動 物 の 図案 は,私
た ちが考 古学 上 の 編年 を行 う うえで 重 要 な基 準 と証 拠 を提供 す る こ とにな ろ う。 勿
論,正 倉 院 銀盤 の 中央 に あ る一本 角 を持 つ 鹿 文 も,編 年 上 の意 義 を持 つ もの で あ る。
これ ま で発 見 され た考 古学 資 料 か ら言 えば,中 国 の新 石器 時代 の 西 安 半坡 遺 跡 か
ら出 土 した彩 陶 盆 に鹿 文 の 図案 が見 られ るが,そ の 当 時 の鹿 文 は,二 本 角 で あ って,
一 本 角 で は なか った。 ま た西 安 市 臨潼 県 の 姜寨 遺 跡 か らも,二 本 角 を持 つ梅 花 鹿 の
角 の 実物 が 出土 した。 秦 ・漢 時 代 に も,陜 西 地域 出土 の 瓦 當(軒 丸 瓦)や 河 北 省 定
県 出 土 の前 漢 時 代 の金 銀=錯狩 猟 文 の銅 車 装飾 に枝 分 か れ した二 本 角 を持 つ鹿 が認 め
られ る。 後 漢 時 代 に入 る と∴河 南省 偃 師 県 の 寇店 で 出土 した4点 の 同 じ大 き さの鍍
金 小鹿 に一 本 角 の 例 が あ る。 高 さは8.6cmで あ り,長 さは6.7cmで あ り,幅 は3cm
で あ る。 そ の重 量 は200gで あ る(30)。鹿 の体 はや や 小 さ く,立 って い る姿勢 を示 し
て い る。 と くに注 目を集 め る の は,鹿 の 頭 上 に 直立 す る一本 角 が 付 され て い る こ と
で あ る。 頸 部 には刻 線 文 で頸 輪 を表 し,尾 は短 く垂 れ 下 が っ てい る。 足 は馬 蹄 状 に
近 く,全 体 に鍍 金 を施 して い る。 これ は,い ま ま で見 られ た一 本 角 の鹿 の 中 で は最
も古 い もの で あ るが,正 倉 院 銀 盤 の 一 本 角 と比 べ る と,そ の形 状 が ず いぶ ん異 な る
の で,両 者 の 間 には 直接 の 関係 はな い と思 わ れ る。
唐 代 に な る と,枝 分 かれ した 二本 角 を持 つ鹿 文 の図 案 が次 第 に少 な くな って くる。
そ して,こ れ に取 って代 わ る よ うに,一 本角 を持 つ 鹿 文 の 図案 が 流 行 して くるの で
あ る。これ は方 磚 ・紅 と緑 の象 牙 撥 鏤 尺 ・金 銀 器 の文 様 として よ く使 用 され てお り,
正 倉 院銀 盤 の鹿 文 の 図案 こそ,こ の類 型 に 属 す る もので あ る。 拙 著 で は,こ れ まで
発 表 され たす べ て の 一本 角 を持 つ鹿 文 資 料 を集 成 し,中 国 と外 国 で 発 見 され た新 資
料 を結合 して,鹿 の 角 に 関す る初 歩 的 な 考 察 と筆 者 の考 え方 を示 した い と思 う。
日本 で は,こ の よ うな 一本 角 を持 つ鹿 文 の 図案 は,正 倉 院銀 盤 と正 倉 院蔵 撥 鏤 尺
の鹿 文 に しか見 られ な い もの で あ る。 そ れ 以 外 の鹿 文 の図案 と標 本 は すべ て二 本 角
を持 つ鹿 文 で あ る。正 倉 院 に は,合 わせ8点 の 撥 鏤 尺(色 染 めの象 牙 の尺)が あ り,
そ れ ぞれ 北 庫 と中庫 に収 蔵 され てい た 。 そ の うち の2点 は 緑色 で あ り,6点 は紅 色
で あ る。 現 在,発 表 され た撥 鏤 尺 の 資 料 か ら言 えば,3点 の撥 鏤 尺 に正倉 院銀 盤 の
鹿 文 の よ うな一 本 角 を持 つ鹿 文 と酷 似 す る鹿 文 の 図案 が 見 える。 次 にそれ ぞれ 例 を
あ げ る。
第1の 例 は紅 牙 撥 鏤 尺 で あ る。 そ の長 さは30.7cmで あ り,幅 は3.05cmで あ り,
厚 さは0.9cmを 測 る(図6-1)(31)。 鹿 文 の 図 案 は そ の撥 鏤 尺 の正 面 に描 かれ て い る。
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全 体 の文 様 は10組 に分 け られ,上 か ら順 に,宝 相華 文(「 団花 」 とも称 す る。 日本
で は 「唐 花 文 」 と も称 す る)・ 双 翼 麒 麟 文 ・宝 相 華 文 ・鳳 凰 文 ・宝 相 華 文 ・双 翼天 馬
文 ・宝相 華 文 ・鳳 凰 文 ・宝 相華 文 ・一 本 角 を持 つ梅 花 鹿 文 とい う配 列 で あ る。 鹿 文
の 周 囲 に は花 草文 と蝴蝶 文 をあ し らい,縁 辺 に は 団花 草 文 を添 え てい る。
第2の 例 は緑 牙 撥 鏤 尺 で あ る。そ の長 さは29.8cmで あ り,幅 は2.3cmで あ り,厚
さは0.8cmを 測 る(図6-2)(32)。 鹿 文 の 図案 は裏 面 だ け にあ る。 全 体 の文 様 は10組
に 分 け られ て い る が,両 組 の 問 を連 珠 文 で 区 画 をす る。 文様 は上 か らそ れ ぞ れ 宝相
華 文 ・飛 鳥 文 と銜 綬 鳥 文 ・宝相 華 文 ・迦 陵頻 伽 銜 綬 文 ・宝 相華 文 ・双 翼 獅 子 文 ・宝
相 華 文 ・飛 鳥 文 と銜:綬鳥 文 ・宝相 華 文 ・一本 角 を持 っ 梅 花鹿 文 とい う順 に並 ん で い
る。 動 物 文 と鹿 文 及 び 宝 相 華 文 の周 囲 に も,花 草文 と蝴 蝶 文 を あ し ら う。
第3の 例 は も う一 つ の紅 牙撥 鏤 尺 で あ る。 そ の長 さは30.2cmで あ り,幅 は2.8cm
で あ り,厚 さは0.95cmで あ る(図6-3・4)(33)。 鹿 文 は正 面 と裏 面 い ず れ に も見 え
る。 正 面 は 図6-4で あ り,裏 面 は 図6-3で あ る。 正 面 の文 様 は上 か ら宝相 華 文 ・






銜綬鳳凰 文 ・宝相華文 ・長尾鳥文 ・宝相華文 ・一本角 を持つ梅 花鹿文 ・宝相華文 ・
飛鳥文 ・宝相華文 ・鴨文 とい う順 に並 んでい る。 それ にこれ らの文様 の周囲に も,
花草文 ・流雲文 ・蝴蝶文 と小鳥文 をあ しらう。裏面 の文様 は上か らそれぞれ長尾 鳥
文 ・花草文 ・高冠鳥文 ・花 草文 ・迦陵頻 伽銜綬文 ・花 草文 ・一本角 を持つ梅花鹿文 ・
花草文 ・鴛鴦文 とい う順 に並んでい る。これ らの文様 の周 囲にも,流 雲文 ・蝴蝶文 ・
小鳥文 と小 草文 をあ しら う。
上述 した3例 の正倉院蔵撥鏤尺 の文様 と製 作工芸か ら分析す ると,こ れ らは中国
か ら伝 え られ たいわゆ る 「舶載 品」で あることを示 してい る。例 えば,双 翼獅子 ・
双翼天馬 ・双 翼麒麟及び一本角 を持つ鹿 は,す べて中国の唐代の第2期(684～755)
によく見 られ た文様であ る。それ に鹿 の姿勢は立って歩いている姿 を表 している。
そ して宝相華文 ・折枝花 草文 ・蝴蝶文 も,第2期 に非常 に流行 した主要な植物文様
と昆虫文様 である。長尾鳥文 ・高冠鳥文 ・銜綬鳥文 ・銜綬鳳凰文 と迦陵頻伽銜綬文
はさらに代表 的な第2期 の文様で,あ る種の文様 は第3期 にも引き続いて存在す る
ものの文様 自体 も明 らかに変化 して第2期 の文様 とま った く同 じとは言えな くなる。
も し,一 本角 を持つ梅花鹿文の撥鏤尺 を第2期 に比定す る考えが成 り立っな らば,
一本 角を持つ正倉院銀盤 の年代 も第2期 の所産 であるに違いない。
さらに付 け加 えれば,唐 代の第2期 に製作 された撥 鏤尺が 日本 の正倉 院に収蔵 さ
れたの も,偶 然の ことで はない よ うに思われ る。『唐六典』の記載 によると,毎 年2
月2日 に,唐 の宮 中では,大 臣が朝廷 に撥鏤象牙尺 と木画紫檀尺 を献上す る行事 が
執 り行 われ た。 これ ら3例 の一本角 を持つ鹿文 の攤鏤尺 とそれ以外5点 の鹿文 を持
たない撥鏤尺 は,当 時の大臣が朝廷 に撥鏤尺を献上 した際の実物で あったのかも し
れない。勿論,私 は,当 時の 日本で もすでに中国の唐 代の朝貢制度 を模;倣して,大
臣か ら天皇 に撥鏤尺を献 上 した可能性 をまった く排除で きない と思 っている。 しか
し,な ん といって も,正 倉院 に収蔵 された撥鏤尺 は中国の唐代 か ら伝 え られ たもの
であ る,と い う結論は変 え られ ない と信 じている。
1975～76年 に韓 国慶州市 の雁 鴨池遺跡か ら,花 鳥文様 を刻 みつ けた手風 の縁取 り
ら しい ものが251点 出土 した(34)。その花鳥文様 は正倉院蔵i撥鏤尺 の花鳥文様 と酷似
しているばか りではな く,中 国 の唐代 の第2期 の花鳥文様 とも似てい る。 この発見
は正倉 院蔵撥鏤尺が 中国の唐か らもた らされた ことを判断する うえで,ま た新 しい
証拠 を提供 して くれた。 もしこの推測が間違いでなければ,こ の撥鏤尺はたぶん正
倉院銀盤 な どの文物 と同様 に,日 本の遣唐使 ・学 問僧 や 当時の朝鮮人あるいは遣唐
使 を護送す る唐 の役人を通 じて,将 来 された文物で あろ う。
とにか く,正 倉院蔵撥鏤尺 と正倉院銀盤はなん とい って も,贈 り物 と朝貢 品で あ
り,市 場 な どの随時随所 で買える代物で はないので,こ れ らを 日本 に伝 えたのは使
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節 関係 者 か役 人 しか ない と,私 は推 測 して い る。
第4の 例 は銀 罐 で あ る。 これ は1976年4,月 に本 文 の図4の 銀 盤 と一 緒 に 遼 寧省
昭 明 県喀 喇 沁 旗 か ら出土 した もの で あ る(本 文 中 で は 「喀 喇 沁旗 鹿 文 銀 罐 」 と略 称
す る)。 そ の直 径 は 約25cmで あ り,高 さは約27cmで あ る。 研 究 に値 す るの は,銀
罐 の胴 部 に 一本 角 を持 つ 鹿 文 を打 ち 出 して い る こ とで あ る(図7)(35)。
そ して鹿 文 の周 囲 に は二 周 の 文様 を打 ち 出 して お り,内 側 は 蓮弁 文,外 側 は団 花
文 で あ り,こ れ らの文 様 は第3期 に よ く見 られ る文 様 で あ る。 と くに胴 部 の 中央 に
あ る鹿 文 の 翼 は そ の特 徴 を よ く示 してい る。 この喀 喇 沁 旗 鹿 文銀 罐 の鹿 文 と図4の
喀 喇 沁旗 鹿 文銀 盤 の鹿 文 は,第2期 の正 倉 院 銀盤 や 寛 城 銀 盤 及 び 正倉 院蔵 撥 鏤 尺 の
鹿 文 と比べ れ ば,そ の特 徴 は鹿 の翼 の 出現 に あ る と言 え る。 こ う した観 点か ら,鹿
の翼 の有 無 は 第2期 と第3期 を 区分 す る重 要 な指標 とな ろ う。 この鹿 文 の発 見 は,
正 倉 院銀 盤 の 年 代 が第2期 に属 す る こ とを傍 証 し,唐 徳 宗 貞 元12年(796)6.月 に
遅 れ ない こ とを暗示 して い る。
第5の 例 は方 磚 で あ る。 これ は1980年 代 の初 め,陝 西 省 西 安 市 に あ る唐 代 の長
安 城 大 明 宮 三 清 殿 遺跡 か ら出土 した もの で あ る(本 文 中 で は 「三 清殿 方 磚 」 と略 称
す る)。 そ の 方磚:の各 辺 は各 々32.3cmで あ り,厚 さは7.8cmで あ る。磚 面 の文 様 は,
絡 み 付 く葡 萄 文 と鹿 文 の 図案 で あ る。 鹿 文 は方 磚 の 中央 に あ り,走 っ て い る鹿 の姿
を表 して い て,そ の周 囲 に葡 萄 の茎 を絡 み付 くよ うに巻 きつ けて い る(図8)(36)。
この実 物 は 現 在,中 国社 会 科 学 院考 古 研 究 所 に収 蔵 され て い る。注 目に値 す る の は,
方 磚 の 中央 に あ る鹿 文 が一 本 角 に表 現 され て い る こ とで あ る。 そ して,そ れ は正 倉
図7喀 喇 沁 旗 鹿 文銀 罐
喀喇泌旗文化館 「遼寧昭通喀喇泌旗発現
唐代鏖金銀器」『考古』1977-5。




院 の銀 盤 ・正 倉 院蔵 撥 鏤 尺 ・喀 喇 沁旗 砂鹿 文 銀 盤 と鹿 文 銀 罐 ・寛 城銀 盤 の文 様 に見
られ る鹿 文 の一 本 角 と酷 似 す る。 これ らの資 料 は,一 本 角 を持 つ鹿 文 の 出現 と流 行
状 況 を実 に よ く反 映 して い る。
この よ うな 一 本 角 を持 つ鹿 文 は,磚 で は,こ の方 磚 に しか み られ な い。 しか し,
1957年 の春 に は,考 古学 研 究者 は唐 代 の長 安 城 含 元殿 遺 跡 か ら1点 の葡 萄 文 の方磚
を発 見 して い る。 そ して含 元 殿 の 北方0.5kmの とこ ろ(唐 代 の長 安 城 の 「櫻 桃 園」
遺 跡 の可 能 性 が あ る)で,い くつ か の保 存 の よい葡 萄奇 獣(麒 麟)文 の方 磚 が採 集
され てい た(37)。三 清殿 方 磚 は,こ れ ら方 磚 ど比 べれ ば,葡 萄 文 の装飾 技 法 と配 置 は
す べ て 同 じで あ り,唯 一 の相 違 点 は 前者 の 主題 文 様 が 走鹿 文 で あ り,後 者 のそ れ が
立 ち姿 の奇 獣 文 とな っ て い る とこ ろで あ る。 この情 況 は,こ れ らが いず れ も 同時 期
に流 行 しな が らも文様 を異 にす る もの で あ り,そ こ には年 代 差 が ない こ とを 明瞭 に
示 して い る。 こ の2種 の方 磚 は い ず れ も唐 太 宗 貞 観8年(634)10月 に創 建 され た
大 明宮 の三 清 殿 と含 元殿 の遺 跡 か ら出 土 して い て,そ れ らの文 物 年 代 は大 明宮 の創
建 年 代 に 当 た る と考 え られ る(38)。これ に よ って,こ れ らの文 様 の年 代 を第1期(618
～683)と す るの は妥 当 な考 えだ と思 う。つ ま り,こ の方 磚 の鹿 文 は これ まで の 考 古
学 的発 掘 にお いて発 見 され た最 古 の 一 本角 の鹿 文 と言 え る。
ま た,こ の よ うな 葡 萄文 は も とも と 中国 固有 の文様 で は な く,北 魏 時代 に西 方 か
ら伝 え られ て きた もの で あ る。 この 点 はす で に考 古 学 資料 で実 証 され て い る。1970
年 に 山西 省 大 同市城 南 か ら出土 した1点 の東 ロー マ 産 と認 め られ る鍍金 青 銀器 脚 付
杯 の胴 部 に は葡 萄 文 や 忍冬 文 な どの 文 様 が 見 え る(39)。た だ し,葡 萄 文 が一 本 角 を持
つ鹿 文 と一 緒 に描 か れ る よ うにな るの は,唐 代 の第1期 の方 磚 で あ った。 こ の考 古
学 的発 見 は,唐 代 に入 る と,葡 萄 文 と鹿 文 がす で に 「中国化 」 した 文様 図案 にな っ
て い た こ とを 明 らか に示 してい る。
第6の 例 は 現 在 ア メ リカ の ワ シ ン トン美 術 博 物館 に収 蔵 され て い る 中国 の 古 代
の銀 碗(本 文 中で は 「ワシ ン トン博 銀 碗 」 と略称 す る)で あ る。 そ の 直径 は18cm
で あ り,高 さは5.7cmで あ る(図9)(40)。 口部 が大 き く,胴 部 が浅 く,高 足 が 付 い
て い る。 と くに注 目に値 す るの は,銀 碗 内側 底 の 中心 に,後 ろ を振 り返 りな が らそ
の ま ま腹 ば い に な って い る姿勢 の一 本 角 を持 つ鹿 文 を打 ち出 して い る こ とで あ る。
そ の鹿 文 の周 りを1本 の 折枝 花 弁 が 取 り巻 き,そ のす ぐ外 側 を蓮 弁 文様 が一 周す る。
細 か く観 察 す れ ば,こ の 銀碗 の文 様 の造 形 と装 飾 技 法 は図5の 喀 喇 沁旗 鹿 文 銀盤 に
あ る鹿 文 の そ れ ら と非 常 に似 てい る こ とが す ぐに わか る。 これ らはた ぶ ん 同 じ時 期
に,同 一 の産 地 で製 作 され た もので あ ろ う。 そ うだ とす れ ば,こ の銀 碗 の年 代 は喀
喇 沁旗 鹿 文 銀 …盤 の年 代 と同様 に,中 国 の 唐 代 の 第3期 の 所 産 で あ り,第4期(821
～907)ま で くだ らな い で あ ろ う(41)。
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図9ワ シ ン トン博 銀 碗
韓偉編著 『海内外唐代金銀器萃編』
三秦 出版社1989。
第7の 例 は銀 盒 で あ る。 これ は1970年10.月 に陝 西省 西 安 市 南郊 何 家 村 か ら出土
した もの で あ る(本 文 中で は 「何 家 村 銀 盒 」 と略 称 す る)。 この銀 盒 の直 径 は4.6cm
で あ り,高 さは2cmで あ る(図10)(42)。 打 ち出 しで製 作 した もの で あ る。 文 様 を
平 彫 り して,そ れ に鍍 金 を施 して い る。 蓋 の上 面 の 文様 は主 に二 つ の部 分 か らな っ
て い る。 つ ま り,外 側 は8単 位 の 忍 冬文 と葉 か ら構成 され,内 側 は 口に綬 帯 を くわ
え る一 本 角 の鹿 文 と鹿 の背 の上 の ひ とか た ま りの 雲 か らな る。 外側 の文 様 と内側 の
文 様 の問 に は,麦 の穂 の よ うな文様 を 一周 飾 って い る。 この鹿 の 造形 は第3期 の特
徴 をや や 多 く保 持 して い て,第2期 の正 倉 院 銀 盤 の鹿 文 と比 べ る とあ ま り似 てい な
い とこ ろ も あ るが,そ の一 方 で,第3期 の喀 喇 沁 旗鹿 文 銀 盤 や 喀 喇沁 旗 鹿 文 銀 罐 の
鹿 文 と比 べ る な らば,比 較 的そ れ に 近 い。 これ に よっ て,こ の銀 盒 の年 代 も,言 う
ま で も な く第3期 の所 産 だ と思 う。 この 実物 は現 在,陝 西 歴 史 博 物館 の2階 に あ る
隋唐 陳 列 室 に展 示 され て い る。私 は,1992年 に この博 物 館 を見 学 した とき,一 本 角 ・
二つ の翼 ・口に綬 帯谷 を くわ え る鹿 文 の 図案 を発 見 した。 これ は正 倉 院銀 盤 の研 究
に とって は,勿 論,貴 重 な対 比 資 料 を提 供 す る もの で あ る。
第8の 例 も銀 盒 で あ り,1982年1月 に江 蘇 省 丹 徒 県(現 在 鎮 江 市 に 属す る)丁 卯
橋 か ら出土 した もの で あ る。胴 径 は31cmで あ り,高 さは26cmで あ る。盒 の蓋 は菱
花 形 を呈 してお り,高 足 が底 に付 け られ て い る。盒 の側 面 は上 ・下 の 文様 か らな り,
それ ぞれ 一 本 角 を持 つ8組 の鹿 文 を並 べ て い る。 鹿 文 は 走 っ てい る姿 を表 現 し,そ
の周 りに は忍 冬 文 をあ し らっ てい る(43)。
た だ し,こ の銀 盒 に あ る鹿 文 の 角 は やや 小 さ く,正 倉 院銀 盤 の鹿 文 の 角 と比べ る
と少 々 ちが うが,ワ シ ン トン博 銀 碗 ・何 家 村 銀 盒 や 次 に述 べ る 図11の 新 安 八 曲 高足
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図10何 家村 銀 盒
陸九皋 ・韓偉編 『唐代金銀器』
文物出版社1985。
図11新 安 八 曲高 足 杯
王長啓 「西安市 出上唐代金銀器及装飾
芸術特点」『文博』1992-3。
杯 に 見 える鹿 文 の角 と非 常 に似 て い るの で,こ の銀 盒 は,第3期 の所 産 で あ ろ うと
思 う。
第9の 例 は八 曲高 足杯(「 天鹿 八 曲銀 長 杯 」 と も言 う)で,銀 杯 は1966年 に陝 西
省 西安 市新 安 磚 廠 か ら出 土 した もの で あ る(本 文 中で は 「新 安 八 曲高 台杯 」 と略 称
す る)。 杯 の 口部 は八 曲楕 円形 を呈 してお り,口 径 の長 さは12.5cmで あ り,幅 は9
cmで あ る。圏 足 は損 傷 して お り,図 中 で は点 線 で 圏足 復 元 部 分 を表 して い る。圏 足
の 高 さは2.5cmで あ る。 文様 帯 は五 つ の 区 画 に分 か れ る。 注 目を引 くの は月同部 外側
の 上 方 にそ れ ぞれ 鹿 文 を持 つ こ とで あ る。この鹿 は 走 っ て い る姿 を表 した梅 花 鹿 で
一 本角 を持 ち ,そ の周 りには 山や 丘 を配 して い る。報 告者 の紹 介 に よ る と,「 そ の造
形 は ワシ ン トンの フ リル 美 術 館 蔵 の 飛 鳥 八 曲 高足 銀杯 と,大 英 博 物館 の摩 羯 文海 棠
形(輪 花 形)高 足 銀 杯 の 造形 と類 似 し,第 四期(821～907)に 属 す るはず で あ る」
と述 べ てい る(図11)(44)。 この推 測 に間 違 い が な けれ ば,私 が これ ま で見 て きた 一
本 角 を持 つ 鹿 文 の なか で は,唐 代 に あ っ て最 も時期 の さが る例 で あ ろ うと思 われ る。
以 上,唐 代 にお け る鹿 の角 の 図案 を個 別 に検 討 して き た。 第1期 は 図8の 三 清殿
方磚 の鹿 文,第2期 は図2の 正 倉 院 鍍 金鹿 文 三足 銀盤 ・図5の 寛 城銀 盤 ・図6の 正
倉 院蔵 撥 鏤 尺 の鹿 文,第3期 は 図4の 喀 喇 沁旗 鹿 文 銀盤 ・図7の 喀 喇沁 旗鹿 文銀 罐 ・
図9の ワシ ン トン博 銀碗 ・図10の 何 家 村 銀 盒 の鹿 文,第4期 は 図llの 新 安 八 曲 高
248王 維 坤
足 杯 の鹿 文 をそれ ぞ れ 代 表 とす る も ので あ る と認 め られ る。
第10の 例 は鍍 金 鶏 冠 銀 壼 で あ り,1977年 の夏 に 内蒙 古 自治 区赤 峰 市 城子 公 社 か
ら発 見 され た もの で あ る(本 文 中 で は 「赤 峰 鶏 冠 壺 」 と略称 す る)。 こ の銀 壺 は 上
部 が 狭 く下 部 が広 く,底 部 は長 方 形 の 平底 で あ る。長 さは21.4cmで あ り,幅 は16.5cm
で あ り,通 高 は26.5cmで あ る。底 部 の縁 辺 に は薄 い銅 片 を象 嵌 して お り,銅 部 の両
側 に は 同 じ文様 を飾 って い る。 つ ま り,連 珠 文 と蓮 弁 で 二 つ の菱 花 形 を構成 し,そ
の 内側 の 菱 花形 の 中央 に一 本 角 を持 つ 腹 ば い の鹿 文 を刻 み つ け て い る。 地 はす べ て
魚 子 文(「 小 連 珠 文 」 とも言 う)で 飾 り,鹿 文 の周 囲 に は それ ぞ れ 霊 芝 ・山 ・河 を
あ し らっ てい る(図12)(45)。
赤 峰 鶏 冠 壺 の造 形 特 徴 か ら見 る と,そ れ は これ まで 発 見 され た遼 代 前 期 の 陶磁 器
の鶏 冠 壺 に近 く,契 丹 族 の 手 で 作 られ た もの で あ る こ とを示 して い る。 しか し,唐
代 官 営 手 工業 の 作 業 場 で契 丹 族 の 上 層 支 配 階級 の た め に特 別 に作 られ た製 品 の 可
能 性 をま っ た く排 除 で き な い と も考 え られ る。 『旧唐 書 』 に は,唐 玄 宗 は 開 元23
年(735)正,月 に李過 折 を 北平 郡 工 に詔 封 して,「 銀、器 十 事 」 を与 えた とい う記 事 が
あ る。 で あ る か ら,唐 代 の 官 営 工房 製 品で あ る可 能 性 も無 視 で きな い の で あ る(46)。
幸 い な こ とに,張 景 明氏 が 書 い た 『中国 北 方 草原 古 代 金 銀器 』 の 中で,も う一 つ
図12赤 峰鶏 冠 壺
項春松 「赤峰発現的契丹鏨金銀器」
『文物』1985-2。




の遼代前期 の立鹿 文金質鶏壷が初めて報道 され た。この金鶏壷は通高15cmで あ り,
現在,個 人で収蔵 している(図13)(47)。 この金鶏壺 は上述の赤峰鶏冠壺 と比べ る と,
非 常に類似 している。勿論,異 なる ところもある。例えば,赤 峰出土の壺 は鍍金鶏
冠銀壺で あ り,今 回の発表資料はいわゆる金鶏壺 に属す るもので ある。 文様か ら見
る と,前 者 は腹 ばいの鹿文であ り,後 者 は立つ鹿 文である。 この鹿 文は前者の鹿文
よ りもむ しろ図2の 正倉 院銀盤 の鹿文 と とて も類似 しているこ とがわ かる と思 う。
両者 の間になにか関係が あるか どうか,い ずれ に して も研究価値 がある と考 えてい
る。
この鹿 の角は正倉院銀盤 の鹿 の角 と比べれ ば少々異なるが,こ の鹿 の造形 と装飾
技法は図4の 喀喇沁旗鹿 文銀盤 と図9の ワシン トン博銀碗 の鹿 に さらに接近 してい
る。 こ うした情況 は見た ところでは絶対 に偶然の ことではなく,少 な くとも唐 代の
金銀細工の工人 を含む多 くの漢人が,契 丹族 の支配 地域 に移住 した可能性 もあ りそ
うで ある。 た とえそ うではない として も,契 丹が金銀器 の製作工芸において,少 な
くとも唐代金銀器 の大 きな影響 を受 けたの は明 らかである と言える。彼 らは唐代金
銀器 の製作 工芸 を習得 ・模倣す る と同時 に,唐 代金銀器 の風格 を 自民族 の伝 統工芸
に積極 的に採 りいれたのであろ う。そ うでな けれ ば,契 丹族の鶏冠壺 の基本 的特徴
と装飾技法 の酷似 してい る赤峰鶏冠壺 を生産 できた とは考 えがた く,さ らに言 えば,
不可能 であった と私は堅 く信 じてい る。 とくに注意すべ きは,考 古学的発 見か ら言
えば,唐 代 の金銀器における鹿文の図案は,以 上に述べた よ うな一本角 を持っ鹿文
に限 られ るこ とではな く,ほ かに,少 なか らぬ角 のない鹿 文 とい くつかの枝分 かれ
した二本角 を持っ鹿 文 とが見 られ ることであ る。一般 的に言 えば,「雄鹿 は角 と斑が
あ り,雌 鹿 は角 と斑 がない」(48)とい う。 しか しなが ら,こ れまで発表 された考古学
資料 か ら見れ ば,唐 代 においては,一 本 角 を持っ鹿文 と,角 も斑 もない牝鹿文 が比
較 的流行 していた けれ ども,枝 分かれ した二本角 を持つ鹿 文はまれ に しか見 られな
い文様だ と言 える。
(3)銀 盤の銘文
正倉 院銀盤 の裏面 に蹴 り彫 りで,「 宇 字号二尺盤一面重一百五両 四銭半」 とい う
銘文 が刻まれてい るが,中 国で も 「宇字 号」 の銘文 を持っ1例 の銀碗 と 「地字号」
の銘文 を持つ1例 の酒 注が出土 していて,こ れ らは,正 倉 院銀盤 の産地 ・性格 など
の問題 を判断す る うえで重要 な手がか りとなっている。また,正 倉院銀盤 には,別
に毛彫で 「東大寺花盤 重大六斤八両」とい う銘文 も刻 まれ てい るが,こ れ について,
日本 に将来 されて東大 寺の有 に帰 してか らの もの と理解 したほ うが よい,と 私 も考
えてい る。
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1958年 の春 に,陝 西 省 耀 県柳 林背 陰村 か ら1点 の銀、碗(本 文 中 で は 「耀 県 銀 碗 」
と略 称 す る)が 出土 した。 そ の上 には 「宣徽:酒坊 宇 字 号」 とい う銘 文 が刻 まれ て い
る。 この銘 文 に よっ て,正 倉 院 銀 盤 もま た,唐 代 の 国 営金 銀 器 製 造所 に属 す る 「宣
徽 院 」(49)で,製 作 され た 可能 性 が 大 き くな った と思 う。
この ほ か,1979年10,月 に陝 西 省 西 安 市西 郊 未 央 区魚 化 寨 南 二府 荘 で も,1点 の
「地 字 号 」 の銘 文 を持 つ唐 懿宗 咸 通13年(872)の 銀酒 注(酒 を注 ぐ容 器,本 文 中
で は 「西 安 市酒 注 」 と略 称 す る)が 出土 した。 こ の酒 注 の 口径 は14cmで あ り,底
径 は14.1cmで あ り,高 さは25.8cmで あ る。酒 注 の 重 量 は3,245gで あ る。 そ の酒 注
の底 部 裏 面 に は次 の よ うな7行61字 の銘 文 が 刻 まれ て い る。
「宣黴 酒 坊
咸 通 十 三年 元 月 十 三 日別 勅 造 七 升
地字 号酒 注 壱 枚 重 壱 百 両 匠
臣楊 存 実等
監 造番 頭 品宦 臣馮 金 泰
都 知 高 品 臣張 景 謙
使 高 品 臣宋 師 貞 」(50)
「宣徽 酒 坊 」 の銘 文 か ら分 析 す る と,西 安 市酒 注 は,耀 県 銀碗 と同 じよ うに,唐
代 の 国営 金 銀 器 工房 に属 す る 「宣徽 院 」で製 作 され た もの で あ るに違 い ない 。そ して,
正 倉 院 銀 盤 の 「宇 字 号 は 工房 名 だ とい う解 釈 もあ る」(51)につ い て も,同 じ宣徽 酒 坊
で も異 な る類 型 の 「地 字 号 」の銀 碗 と銀酒 注 が発 見 され た こ とか ら,「 宇 字 号 」が 工
房 名 で あ る可能 性 は低 くな った 。私 は,目 下 の とこ ろ,『 千 字 文 』の 「天 地 玄黄,宇
宙 洪 荒,… …」 とい う文字 の順 番 に よっ て,西 安 市 酒 注 の 「地 字 号 」 は第2番 目の
器 物 で あ る こ とを示 す もの で あ り,正 倉 院銀 盤 と耀 県 銀碗 の 「宇 字 号 」 は 第5番 目
の器 物 で あ る こ とを示 した も の で あ る と見 るべ きだ と思 っ て い る。1981年 には秋 山
進 午 氏 も 「"宇字 号"は お そ ら く,千 字 文 に よ る番 号 で あ って,五 番 目とい うこ とに
な る」(52)と 指 摘 され て い る。 つ ま り,「 地 字 号 」 と 「宇 字 号 」 とは,器 物 の製 作 番
号 を 代表 す る可能 性 が大 きい と考 え られ るの で あ る。 そ れ は 明 らか に製 品 の数 量 が
多 い こ と を反 映す る も ので あ るが,そ の 目的 は,高 い 品質 を保 つ た め に厳 しく管 理
す る こ と に あっ た の で あ ろ う。
1992年,王 倉西 氏 は この 「字 」 とい う問題 にっ いて研 究 し,新 しい説 を提 出 して
い る。こ の説 に よ る と,「 字 」で 番 号 を つ け る 目的 に は 二 つ の種 類 が 考 え られ る。一
つ は異 な った 用途 を持 つ 器 物 の 類型 を 区別 す るた め の通 し番 号 とす る もの で,例 え
ば 「宣徴 酒 坊 」 の金 銀 器 では,「 宇 」 字 号 で食 器 にお け る碗 ・盤 を表 記 し,「 地 」 字
号 で 酒器 にお け る酒 注 を表 記 した とす る考 えで あ る。 も う一 つ は複合 器,つ ま り,
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対 をなす器物やセ ッ トにな る器物 を表す通 し番 号 とする考 えであ り,香 炉及び蓋 と
高台 を持っ盤,セ ッ トにな る茶碾(臼),茶 こし ・壺 と蓋及び盤 な どが ある(53)とす
る。
しか しなが ら,法 門寺出土の鍍金鴻雁文様 の茶臼 と飛天仙鶴 文様 の篩(茶 こ し)
はセ ッ トになるけれ ども,銘 文 は見 られ ない。従 って器物 の複合器 ・対をなす器物 ・
セ ッ トにな る器物 を区別す るた めの もので ある可能性 は低いのではないか と,私 は
考 えてい る。 しか し,い ったい 「宇字号」 と 「地字号」 とは何 であるのか,器 物 の
通 し番 号を表 したものか,そ れ とも器物 の類型 を区別す るものか,あ るいは複合器 ・
対 をなす器物 ・セ ッ トになる器物を区別 す るものか,と い う問題 を解 決す るには,
まだまだ資料 が不足 してお り,新 たな考古学資料 の発見 を持 たね ばな らない のが現
状である。
ただ し,い ずれに しても,こ れ らの金銀器 の性格 は変わ らない。 つま り,こ れ ら
がいずれ も唐代の手工業管理機 関に属す る 「少府監」管理 下の 「宣徽 院」で作 った
製 品であるこ とには変 わ りがないのであ る。そ して,現 在知 られてい る資料か ら見
る限 り,正 倉院銀盤 もまた,高 品質 を維持 した唐の 「少府監」の 「宣徽院」で作 ら
れ た可能性が高いのである。
以上 に述べた通 り,正 倉院銀盤 の裏面 に毛彫で刻まれ た 「東大寺花盤重大六斤八
両」 と,蹴 り彫 りで刻 まれた 「宇字号二尺盤一面重一 百五両四銭 半」 とい う銘文 と
の問の関係 はあま りない けれ ども,次 の よ うな状態 を見 ることがで きる。すなわち,
次 に述べ るよ うに 「東大寺花盤…」は,「 宣徽院」で製作 された正倉院銀盤 が 日本 に
将来 され,東 大寺の有 に帰 してか ら付加 された登録銘 であ り,そ して,正 倉院銀盤
の東大寺での登録時期 は東大寺 の建築そ のもの と密接 な関係を持 ってい ると考 え ら
れ るので ある。
この ことか ら推測す ると,正 倉院銀盤 の 「東大寺花盤 ……」 とい う銘 文は これ に
前後 して刻 まれ たはずで ある。年代か ら言 えば,東 大寺の建造 時期(738～745)を
著 しくさかのぼるもので もな く,ま た著 しくくだ るもので もない と考 えるのであ る。
ただ し,日 本 の学界では,正 倉院銀盤 の製作年代 について関根眞隆氏の次 のよ う
な異なった意 見が存在 している。「この編年(第 一期 は初唐～高宗時期の六一八年か
ら六八三年,第 二期は武則天～ 玄宗時期の六八四年か ら七五五年,第 三期 は:粛宗～
憲宗時期 の七五六年か ら八二〇年,第 四期は穆宗 ～哀宗時期 の八ニー年 か ら九〇七
年)の なかでいえば,正 倉 院の遺宝は,第 二期後 半か ら第三期初期の もの とな る。
い うなれ ば盛唐期 をやや過 ぎた頃の もの とい うことだ ろ う(54)」と考えてい る。
しか し,私 の見た ところでは,関 根 眞隆氏の意見 は一定の証拠 と道理 を持ってい
ると思 うけれ ども,正 倉 院銀盤 を含 む正倉院の遺宝 を,い ずれ も第2期 後半か ら第
252王 維 坤
3期 初 期 の もの とす るの は い さ さか難 しく,少 な く とも,正 倉 院 銀 盤 の 製 作年 代 は
第3期 初 期 ま で くだ らせ る こ とは で き ない と思 っ て い る。
(4)中 央ア ジア銀盤の発見 と最新研究
中央アジア地域 で発見 されている銀盤 の資料は,中 国でいままでに出土 した耀 県
銀碗の 「宣徽酒坊宇字号」と西安市酒 注の 「宣徽酒坊 ……地字号」と比べ るな らば,
「宇字号」の ある正倉院銀盤 が中国唐代 の国営手工業管理機関 「宣徽院」で生産 さ
れた製品の可能性 が高いこ とを説 明す る一方で,中 国唐代 の金銀器 工芸技術 が中央
ア ジアの金銀器 工芸技術 の大 きな影響 を受 けた こ ともはっき りと示 している。 これ
は正倉院銀器 の造形 ・一本角 を持つ鹿文 の図案 に関す る問題 に最 も鮮 明に現れてい
る。20世 紀 の初期 には,旧 ソビエ ト域 内で2点 の古代中央 アジア産金銀器 に属す る
銀盤 が出土 した。 この銀盤 の全体の造形 と一本角 を持つ鹿文 を見 ると,そ れ は明 ら
かに中国唐代金銀器 のなかにおけるあ る銀盤 の直接的な模倣対象で あると言 える。
とくにそ の うちの一つの銀盤 の鹿文に よく似 てい るので,そ れ は正倉院銀盤 の直接
的な模倣対象 である可能性 が大きい と思 う。少 な くとも,こ れ らの新 しい考古学資
料 は正倉院銀盤 に見 える一本角 を持つ鹿 文の来源 を検討す る うえで,極 めて重要な
対比資料 と手がか りを提供 して くれ る。
例 えば,こ の銀盤 は,旧 ソビエ トのタタール 自治共和国ブ グ リマ の レピ ョフカ村
において,1900年 に8～9世 紀の2点 の ソグ ド製の皿 と一緒 に偶然に発 見 され,国
立エル ミタージュ(美 術館)に 収蔵 された(本 文 中では 「レピ ョフカ銀盤」 と略称
す る)。 そ の直径 は35.3cmで あ り,脚 高は9.2cmで ある(図14)(55)。
この銀盤 は突起打ち出 しに毛彫 りを施 し,盤 面 は円形 を呈 してお り,縁 辺 は結構
広 くて花の両側が葉 となる文様12組 が飾 られ ている。底 のゴ面に魚子文 を飾 ってい
図14レ ピ ョフカ銀 盤
奈良 県立美術館 ・な らシル ク ロー ド博協
会 『シルク ロー ド大文明展 シル クロー
ド・オ アシスと草 原の道』1988。 図163
の皿の写真よ り。
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るが,こ れ は 図12の 赤峰 鶏 冠 銀 壺 の魚 子 文 と大 同小 異 で あ る。この銀 盤 は 全 体 の形
が 疑 い もな く西方 起源 で あ る の に対 して,中 央 の メダ イ ヨ ンを12枚 の扇形 が と りま
くの は明 らか に唐 代(8世 紀 中葉 以 後)の 金 銀 工芸 技 術 の装飾 に 由来 す る もの,す
なわ ち,唐 代 の文様 を模 倣 した もの で あ る。 しか し,『 シル ク ロー ドの遺 宝一 古 代 ・
中世 の 東 西 文化 交 流 』の 図133の 解 説 に も,次 の よ うに あ る。「三本 脚 と水 平 の縁 を
もつ 盆(本 文 の銀 盤 を指 す)は ソグ ド,南 シ ベ リア,中 国 に普及 してい た。 有蹄 類
の脚 形 の脚 はペ ン ジケ ン ト ・ア フ ラ シ アブ の 出 土 品 に よって 知 られ てい る。 半球 形
の鋲 は 中央 ア ジ ア で も知 られ て い る。 装 飾 の 点 で この盆 は,中 央 ソグ ド ・グル ー プ
の最 も特徴 的 な製 品 の一 つ で あ る。 こ の鹿 の 文様 はお そ ら くソ グ ド女 神 の シ ンボル
で あ ろ う。アー チ と 円柱 を伴 う銀 盆 の構 成 は ビザ ン ツ美術 に起 源 す る もの で あ るが,
これ はま た 東洋 の こ の種 の容 器 に影 響 を与 えた 。概 して,こ の銀 盆 は ソ グ ドと中 国
の唐 代 との 間 に絶 えず モ チ ー フ の 交流 が行 わ れ て い た こ とを実証 してい る(56)」とい
う。
換 言 す れ ば,こ の レピ ョフカ銀 盤 は,東 方 起 源 で あ る とい うの は細 部 の文様 だ け
で,全 体 の構 図や 浮 き彫 り文様 の 主題 と様 式 は,逆 に 中 国 の金銀 細 工人 に大 きな影
響 を与 えた の で あ る。 これ は,正 倉 院銀 盤 に も見 る こ とが で き る。 この レピ ョフカ
銀 盤 の鹿 文 の 角 は,正 倉 院銀 盤 の鹿 文 の角 と同 じよ うに,一 本 角 で あ る ばか りで な
く,鹿 の姿 勢 も,い ず れ も歩 き な が ら後 ろ を振 り返 っ て い る姿 を表 現 して い る。 こ
の鹿 文 の角 と姿 か ら見 る と,正 倉 院銀 盤 はた ぶ ん 直接 に レ ピ ョフカ銀 盤 あ るい は そ
れ と同 じよ うな銀 盤 を模 倣 して製 作 した可 能 性 が い ち ば ん大 きい と思 って い る。
ひ とこ とで い え ば,正 倉 院 銀盤 の 一本 角 を持 つ鹿 文 の 図案 は,明 らか に レピ ョフ
カ銀 盤 あ るい はそれ と同 じよ うな銀 盤 の鹿 文(と くに 一本 角 を持 つ)の 図案 は鹿 文
の造 形 を模 倣 して作 っ た もの で あ る。 これ に よ って,正 倉 院 銀盤 の鹿 文 の図 案 は確
実 に 中央 ア ジ アの ソグデ ィア ー ナ の 風格 を持 って い る と言 え るの で あ る。 こ の点 は
軽 視 で き ない 一 っ の重 要 な事 象 で あ る。
この銀 盤 は,中 国製 の銀 盤 と比 べ る と,勿 論 あ る程度 の差 異 が あ り,少 な くと も
い くつ か のサ サ ン朝ペ ル シア の 金 銀器 の風 格 を備 えて い る。 こ の よ うな理 由 か ら,
この銀 盤 は たぶ ん 中央 ア ジ ア の ソ グデ ィア ー ナ に居往 した 古代 金 銀器 細 工人(す な
わ ち キル ギ ス人 の祖 先)が 中 国の 唐 代 金銀 盤 とサ サ ン朝ペ ル シ アの 金銀 器 を模 倣 し
てつ くっ た一 種 の模 造 品 で あ ろ う。私 の研 究 に よ る と,早 くに漢 代 に さか の ぼ って,
中国 は こ の地 域 の 金銀 器 生産 に極 めて 大 きな影 響 を与 えて い た。 以 前,旧 ソ ビエ ト
の エ ニセ イ 川 の上 流 域 に あ る ミヌ シ ン ス ク盆 地 で は タ シ ュ トゥイ ク文化 期(1929年
に初 め て タ シ ュ トゥイ ク 文化 の墓 か ら発 見 され た の に因 ん で命 名 され た。 年 代 は約
紀 元 前2世 紀 ～紀 元5世 紀)に 属 す る12枚 の銅 鏡 と,6世 紀 ～10世 紀 に属 す る88
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枚 の銅 鏡 が 出 土 した(57)。出 土 した銅 鏡 は ほ とん ど中国 か らの輸 出 品で あ る。 同 時 に
タシ ュ トゥイ ク文 化 の墓 か ら,漢 代 の漆 を塗 っ た器 物 ・絹製 品 ・水 桶 な ど も出 土 し
た 。 ま た,旧 ソ ビエ ト ・バ カ ス 自治 共 和 国 の アバ カ ン市付 近 で は 中国 古 代 の建 築 式
の 邸 宅遺 跡 が発 見 され た 。 出 土 した 文 物 は 青鋼 製 の舗 首銜 環(門 扉 の 握 り輪)と 漢
代 の 軒丸 瓦 の文 字 を模 倣 して作 った 「天 子 千秋 万歳 楽 末央 當」 の文 字 を持つ 軒丸 瓦
が あ る(58)。なお,旧 ソ ビエ ト前 国 立歴 史 博 物 館 考 古学 部 副 部 長 のE・E・ フ ィ リ ッ
ポ ヴ ァ(E.E.Filippova)氏 の解 説 に よ る と,こ れ らの文 字 は 「万 歳 常 天 子 之 火 楽 未
央 」(59)と され て い る。 私 の み る とこ ろ,こ れ らの文 字 は 「天 子 千火(秋)万 歳 常 楽
未 央 」 で あ るに違 い ない,と 考 えて い る。 この こ とか ら,漢 代 の文 化 が タシ ュ トゥ
イ ク文化 に与 え た影 響 が か な り大 きか った こ とが判 明 す る。 ま た,金 銀器 に お い て
もい くつ か の影 響 が 見 え る。1960年 代 の初 め,A・ エ フチ ュホ ヴ ァ氏 は,バ カ ス 自
治 共 和 国 コペ ナ ー の ミヌ シ ンス ク盆 地 で,『4点 の鍍 金 銀 壷(罐)・1点 の銀 鑠(浅 い
小 皿)及 び 多 くの金 ・銀 ・青銅 の装飾 品 が 出 土 した こ とを報 告 した 。 そ の な か の2
点 の 文様 の な い鍍 金 銀 壺 の底 部 に は,ル ー ン文 字(突 厥 文 字)で そ れ ぞれ 「黄金 は(中
略)ア チ の 贈 り物 で あ る」(ア チ とは キル ギ ス の一 部落 名)と 「ベ グの 銀 を我 らは与
えた 」 とい う銘 が刻 まれ て い る(60)。この銀 器 の使 用性 格 は 中 国 の金銀 器 の使 用 性 格
と同 じで あ ろ う と思 う。
現在 見 る とこ ろで は,中 国 の漢 ～唐 時代 の金 銀 器 を検 討 す る 際 に軽 視 で き な い の
は,中 国 の漢 ～ 唐 時 代 の金 銀 器 と中央 ア ジ ア の ソグデ ィア ー ナ金 銀 器,中 国 の漢 ～
唐 時代 の金 銀 器 とサ サ ン朝 ペ ル シア の金 銀 器,サ サ ン朝ペ ル シ ア の金 銀器 と中央 ア
ジ ア の ソグデ ィ アー ナ金 銀 器,と い う三角 関係 を研 究 しな けれ ば な らな い こ とで あ
る。 そ うで ない と,そ れ らの複 雑 な模 倣 関係 と影 響 関係 を 究 明す る のは 極 め て 困難
で あ る。
と ころが,中 央 ア ジア の ソグデ ィア ー ナ金 銀 器 の産 地 は,ア ム川 とシル川 との 間
の 地域(す な わ ち,旧 ソ ビエ トの タ ジ ク共 和 国)に あっ た。 紀 元 前6世 紀 ～紀 元5
世 紀 に は,こ の地 はず っ とペ ル シア 帝 国 の一 つ の行 省(行 政 区域)で あ った。 中 国
の 史籍 は,こ の地 を 「康 居 」(康 国)あ るい は 「粟 特 国」と記 し,南 北 朝 時 代 に は 「Ar
嗹(エ フタ ル)」 とあ る。漢 代 以来,中 国 とは密 接 な文 化 交流 と貿 易 関係 を締 結 して
い た。 勿 論,こ れ らの 交流 は金 銀器 の 交流 と金 銀 細 工 人 の 交流 を包 括 す る もの で も
あ っ た。60年 代 か ら,考 古学 者 はす で に この地 域 で い くつ か の ソグデ ィア ー ナ金 銀
器 を発 見 して い て,現 在,こ れ らの器 物 の器 形 ・文 様 とい う特 徴 と風 格 に対 して も,
大 体 わ か る よ うに な っ て い る。 ア シ ュ ドラ ッ ク ・スー ラ ン(AssdullachSouren)と
メデ ィキア ン ・シル ヴ ァニ(MedikianChirvani)の両氏 は 「イ ラ ン銀・器 とそ の 中 国
唐 代 へ の影 響 」 の 論 文 で,そ れ らの 把 手 の付 い てい る高 足杯,人 曲高 足 杯 な どの器
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物 は 「あ る東 方 の 属性 を反 映 して い るの で,そ の産 地 は 中央 ア ジア の ソグデ ィア ー
ナ で あ る可 能性 が 非 常 に 大 きい(61)」 と 明瞭 に指 摘 して い る。 この研 究 に基 づ いて,
旧 ソ ビエ トの考 古 学者L・1・ マル シ ャ ー ク氏 も,大 きな意 義 を持 つ 新 しい試 み を行
った。 彼 の 『東 方 人 民 の文 化一 ソ グデ ィア ー ナ の打 ち出 し文様 銀 器 』 の本 で は,過
去 にサ ザ ン朝 ペ ル シア銀 器 と認 め られ て い た銀 器 につ い て 重 ね て考 証 と研 究 を行 い,
ソ グデ ィアー ナ 銀 器 を三 つ の系 列器 物 に 区分 して い る。 そ して,唐 大 明 宮東 内苑 遺
跡 か ら出 土 した 図3の 八府 荘 盤 をC系 列 の基 準資 料 と して編 年 を行 い,A系 列 の器
物 はサ サ ン朝 に近 く,B系 列 は 中央 ア ジア に属 し,C系 列 は唐 代 の8世 紀 の 中 ご ろ
以 前 の器 物 に近 い も ので あ るので,紀 元7～9世 紀 に は ソ グデ ィアー ナ と中 国 の 関
係 が 非 常 に密 接 で,中 国 の金 銀器 は ソ グデ ィア ー ナエ 芸 技 術 の影 響 を大 き く受 け る
と同時 に,中 国 の金 銀 工 芸 技術 も ソグデ ィ アー ナ に極 め て大 きな影 響 を与 えた と(62)
指 摘 して い る。私 はL・1・ マル シ ャー ク氏 の研 究 は 事実 に合 って い る もの と考 え る。
この点 にお い て は,日 本 の桑 山正 進 氏 も次 の よ うに強調 して い る。す な わ ち,「 銀 器
中 に ソグ ド製 品 が存 在 す る こ とを注 意 して 詳 細 な検討 を加 えた マル シ ャー ク の業 績
は,唐 八 世 紀 の銀 器 に対 し重 要 な ポイ ン トを提 供 す る点,後 述 の とお りで あ る。(中
略)唐 代金銀 器 編 年 の第 一期 で あ る8世 紀 中葉 以 前 の一 群 の うち,第 一 類杯 は 同時
代 の ソグデ ィア ー ナ銀 器 との 直接 接 触 に よ って 成 立 し,第 三 類杯 もま た 同様 の経 緯
をへ た もの で あ る。 第 四類b式 杯 は,第 三 類 の花 弁形 の杯(興 化 坊)と 前後 して 中
国在 来 の 高 脚 をつ け て 出現 し,第 四類a式 杯 は第 二類 杯 を前 提 と した もので あ る。
第 二 類 杯 だ け は,ト ハ ー リス ク ー ン 六世 紀 中葉 の銀器 が まず 南 朝 で うけ とめ られ,
北斉 ・隋 にお そ ら く北方 に広 ま り,っ い に精 緻 な図紋 を施 した 武則 ・玄宗期 の銀 杯
と して成 立 した もの で あ る(63)」。
しか しな が ら文 献 か ら見 れ ば,早 く も漢 代 に は多 くの 中 国 の金銀 器 が ソ グデ ィア
ー ナ地 域 に伝 わ って い た の であ っ た。 い わ ゆ る 「金銀 器 有 り,款 其 の左 に 曰 く,漢
の 時,天 子 の所 賜 な り」(64)とい う記 載 は そ の確 証 と言 え る。 これ に よ って,中 国 の
金 銀 器 とソ グデ ィア ー ナ との間 の この よ うな 交流 は実 際,唐 代 に始 ま っ た ので は な
く,少 な く とも漢 代 に さか のぼ る もの と言 え る。
(5)銀 盤 の足の復元
最後に,も う一つ の問題 を研究す る必要があ る。 それ は正倉院銀盤 の足 である。
1988年,私 は正倉 院銀盤 を研 究 した時,そ の足が ど うしても何か奇妙 に感 じられ,
その時には本 当に戸惑った。何故銀盤 の足がおか しいか と言 えば,つ ま り正倉院銀
盤 の足は中国でいままで出土 した銀盤 の足 と比べる と,随 分違 うのである。す なわ
ち,正 倉 院銀盤 の足 は打 ち出 したものであ り,中 国出土 の銀盤 の足 はいずれ も鋳造
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で あ る。 そ して 正 倉 院銀 盤 の底 と足 との 問 は鋲 留 めで繋 ぎ合 わせ て お り,中 国 出土
の銀盤 の 足 は鑞 付 けで銀1盤の 底 に接 着 して い る。1992年 に 日本 各 地 で,『 中 国の 金 ・
銀 ・ガ ラス 展一 正 倉 院 の故 郷 』 が 巡 回展 示 され,図 録 が 出版 され た こ とは重 要 で あ
る。 この 図 録 には,以 前 い ち ど も発 表 され なか った 重要 な事 実 が 記載 され て い た 。
す なわ ち,「 正 倉 院 の は,脚 に は 三脚 とも 『明治 三 十 三年 七月 補 之 』の刻 文 が 脚 裏 に
うたれ て お り,後 補 で あ る こ とが知 れ る。 この脚 は 正倉 院 の他 の銀 盤 に み る脚 に よ
って 復 元 した とみ られ る。この点,寛 城 県 の は本 来 の脚 で あ る こ とで貴 重 で あ る(65)」
と元 宮 内 庁 正 倉 院 事務 所 保 存 課 長 の 関根 眞隆 氏 が指 摘 され てい るの で あ る。 これ は
私 の予想 とま った く同 じで あ る。
現 在 の と こ ろ,「 こ の脚 は正 倉 院 の他 の銀 盤 に み る脚 に よっ て復 元 した 」 とい う
関 根 眞 隆 氏 の 推 測 に よれ ば,い っ た い正 倉 院 の どの銀 盤 にみ る脚 に よっ て復 元 した
の か とい うこ とが,今 後 解 決 す べ き 問題 に な る。
次 に 正倉 院銀 盤 の復 元 の 足 に つ い て,比 較 分析 してみ よ う。 私 が先 に述 べ た よ う
に,正 倉 院 に収蔵 され て い た銀 器 の 中 に は,こ の よ うな鹿 文 三 足銀 盤 は一 つ しか な
い 。 中国 で も これ ま で,こ の よ うな鹿 文 三 足銀 盤 と形 態 ・文 様 ・足 が ま った く同 じ
もの は1例 も発 見 され なか っ た。 正 倉 院 銀盤 の 足 が本 当 に正 倉 院 の他 の銀盤 にみ る
脚 に よっ て 復 元 され た とす れ ば,そ の復 元 の模 倣 対 象 は,お そ ら く,南 倉 に あ る4
本 の 華足 が 鋲 留 で取 り付 け られ て い る1面 の銀 盤 で あ る可 能性 が 大 き い と思 う。 こ
の 銀盤 は長 径42.5cmで あ り,短 径 は33.6cmで あ り,高 さは10.4cmで あ る。盤 面 は
銀 板 を打 ち 出 しに よ って 長 方形 八 曲菱 花 形 に成 形 し,底 部 に4本 の 打 ち 出 した 華 足
を鋲 留 で取 り付 け られ て お り,盤 の外 側 面 には唐 花 文 を線 刻 し,文 様 の部 分 に鍍 金
を施 して い る。 南倉 に は他 に 正方 形 八 曲菱 花形 の銀 盤3面 伝 存 して い る が,い ず れ
も長 方 形 八 曲 菱花 形 銀 盤 と同様,木 型 を作 り,こ れ に銀 板 を あて て 打 ち込 ん だ もの
で,外 周 の 八 面 菱花 形 は,盤 の 内外 か ら鏨 で 打 っ て仕 上 げて い る。 ま た盤 の 外 側 面
に施 され る線 刻 文 様 の手 法 も近 似 して い る。 これ らは 同一 工房 で製 作 され た もの と
考 えて よい で あ ろ う(図15)(66)。 同一 工房 で 製 作 され た とす れ ば,銀 盤 の足 も 同 じ
形 態 に な る はず で あ る。
驚 くべ き こ とに は,正 倉 院 の 中倉 に見 る粉 地彩 絵 長 方 几(献 物 台)で も,四 隅 に
これ らの銀 盤 の 足 の よ うな華 足 を 付 けて い るの で あ る(67)。これ は言 うまで も な く,
銀 盤 の華 足 とあ る程 度 関係 が あ る に違 い な い。
とに か く,正 倉 院 銀盤 の い ま の足 につ い て 見 る と,そ の模 倣 対象 は正 倉 院 の 他 の
銀 盤 の足 しか な い ので あ り,正 倉 院 以 外 の銀 盤 の足 を模 倣 す る可 能性 は存 在 して い
な い と思 う。 旧 ソ ビエ トの レ ピ ョフカ 銀 盤 の足 とは,何 ら似 て い る と ころが ない の
で あ る。 私 は,正 倉 院銀 盤 の鹿 文 の図 像 は 直接 に レ ピ ョフカ銀 盤 の鹿 文 を模 倣 して




図16馬 蹄 足 を持 つ レピ ョフカ 銀盤
韓偉編著 『海 内外唐代金銀器萃編』
三秦出版社1989。
作 っ た 可能 性 がい ちば ん 高 い と考 え るが,両 者 の足 にお い て は模 倣 関係 が何 も存 在
して い な い の で あ る。
しか し,レ ピ ョフカ銀 盤 の足 も,も とも と備 わ って い た 足 で あ るの か,そ れ とも
後 世 に補 われ た足 で あ るの か,と い う点 も私 に は ど う して もまだ わ か らな い 問題 で
あ る。 何 故 か と言 え ば,1985年 に 開催 され た 『シル ク ロー ドの遺 宝一 古 代 ・中世 の
東 西 文化 交 流 』 とい う展 覧会 の 図録 に は馬 蹄 足 を持つ レピ ョフ カ銀 盤(「 鹿 文 盆 」 と
称 され る)の 図が 載せ られ てい る。 また,図 録 に は 「脚 は 半球 形 の 頭 を した鋲 で 固
定 され て い る」 と解 説 され て い る(図16)(68)。 ところ が,1988年 に奈 良 で 開催 さ
れ た 『シル ク ロー ド大 文 明 展 シル ク ロー ド ・オ ア シス と草原 の道 』とい う展 覧 会 で
出 版 され た 図録 にお い て は 「この皿 に は も と三 本 の脚 が付 い て い た(69)」と説 明 して
あ るか らで あ る。 こ こで の 問題 は正 倉 院 銀盤 の 葉 っ ぱ の よ うな足 と レピ ョフカ銀 盤
の 馬 蹄足 との 問 に は何 らの 関係 も見 られ な い の で あ る。
しか し,中 国 か ら出土 した 高 さ6.7cmの 図3の 八府 荘 銀盤 と高 さ7.6cmID図5の
寛 城銀 盤 及 び他 の 曲江 池銀 盤 の鋳 造 巻 葉 影 足 か ら推 定す る と,正 倉 院 銀盤 の足 の高
さは い ま の13.2cmで は な く,も とも との 足 の 高 さはた ぶ ん7～8cmぐ らい で あ ろ
う。 少 な く と も,高 さ9.2cmの レピ ョフカ 銀:盤の足 よ り高 くは な らない と私 は推 測
して い る。
ま た,中 国 か ら出土 した鋳 造 巻 葉 形 足 か ら見 る と,正 倉 院銀 盤 の足 はい ま の よ う
258王 維 坤
な打 ち出 した ものではな く,も ともとは八府荘銀盤 や寛城銀盤の足 と同 じよ うな鋳
造 の巻葉影 足で あったはず であるとも,私 は推測 している。勿論,レ ピ ョフカ銀盤
の馬蹄足 と違 うもので もある。
正倉院銀 盤 の足が もともとは鋳造巻葉形足で あった,と い う私の推測 が成 り立て
ば,い まの よ うな鋲留めではなくて,鑞 付 けで あった と思われ る。 とにか く,八 府
荘銀盤や寛城銀盤 な どの絶 えざる出土は,正 倉院銀盤 を研 究す る うえで多 くの説得
力 を持っ考古学資料を提供 して くれた。 そ して,こ の ことか ら,正 倉院銀盤 は中国
の唐代 の第2期(684～755)に おいて,中 央ア ジアの ソグデ ィアーナ金銀器 の風格
を模倣 して作 られた ものであることを明 らかに しえたのである。 この考古学 の実物
資料 に基づ く推論は,ま った くの誤 りだ とは言 えないであろ う。
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